
 

 

 

 

 

収入支出決算の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜決算概要説明＞ 

令和 8（2026）年 7月 21日（火）に第 175回健康保険組合「組合会」が開催され、『令和 7年度事業・収支決算報告』が出席代

表議員 14名（選定 7名 互選 7名）の審議を経て全議案内容が全会一致で承認されました。主なポイントは次の通りです。 

 

１． 年間平均の被保険者数は 1,870名で前年度より ▲83名となりました。 

２． 年間平均の標準報酬月額（平均給与）は 394,046円で前年より +1,010円、年間平均賞与額は 1,533,694円で前年より   

+48,898円となりました。 

３． 保険給付費については、医療技術の高度化や高額な薬剤等による診療報酬の大幅な引き上げや、当健保も高額な医療が発

生した影響もあり過去最高を更新した昨年度よりも更に増加、本人は前年度比 108.7%、家族は 107.3%となりました。前期高齢

者の医療費も年々増加しており、今後も前期高齢者納付金は大幅増の予測となります。 

４． 収入決算額は 1,455百万円、支出決算額は 1,248百万円で差引 208百万円の決算残となり、経常収支差引においては 、

▲69百万円で 5年ぶりの経常赤字決算となりました。収入について予算額と比較すると、保険料収入は+41百万円、支出につ

いては、保険給付費が▲54百万円、納付金▲10百万円で、国に拠出する高齢者拠出金及び保険給付だけで支出の 94.5%を

占めていますが、余剰金の予備費 50百万円を含めると総額で▲136百万円の予算残となりました。 

５． 介護保険料は介護保険料収入 164百万円に対し介護納付金 133百万円となり、決算は 31百万円の残となりました。 

●健保コーナー 

令和 7（2025）年度 決算のお知らせ 

保険料収入増となるも、医療給付費・納付金の増加により５年ぶりの経常赤字に 

２０００ 
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健康保険料 
（調整保険料含） 

1,164 
(全体比 80%) 保険給付費 

644 
(全体比 51.6%) 

前年度繰越金 

132 (9.1%) 

健康保険料の算出基礎 

（育休・産休者除く） 

① 給与 

394,046 円×12 ヶ月×100‰×

1,870名＝884 

② 賞与 

2,868百万円(総額)×100‰＝287 

③ 調整 ＝▲7 

 

年間保険料 ① ～ ③ ＝ 1,164 

保険給付とは、法定で定められた給付及び
組合独自での付加給付があります。 

① 国庫補助金収入   ・・・ 9 

② 財政調整事業交付金・・・23 

③ 施設利用料・その他 ・・・14 

 

①  ～  ③    ＝  46 

後期高齢者支援金とは、全国の75歳以上

の方の医療費に充てるための拠出金です。 

① 事務費（給与・備品等）・・26 

② 保健事業関係     ・・・26 

③ 財政事業拠出金等  ・・・17 

 
① ～③          ＝69  

収入 1,455百万円     支出 1,248百万円 

収支差引額     ＝        208百万円 

経常収支差引額    ＝       ▲69百万円 

（単位：百万円） 

後期高齢者支援金
251 

(全体比 20.1%) 

前期高齢者納付金とは全 65歳から 74歳
の方の医療費に充てるための拠出金です。 

その他 (3.1%) 

繰入金 
113 (7.8%) 

前期高齢者納付金
284 

(全体比 22.8%) 

その他 (5.5%) 



 

令和 7（2025）年度 保健事業報告 

 
（単位：千円） 

実 施 項 目 事 業 内 容 の 概 要 参加人数 費 用 

1.保健指導宣伝 海外赴任者への支援・冊子の配布、ベジチェック等 - 936 

2.医療費通知 
被保険者および被扶養者を対象に年 1回医療費を通知し医療費

の適正化を図る 
2,192枚 227 

3.ジェネリック通知 

被保険者および被扶養者を対象に年 1回後発医薬品の転換促 

進をし、医療費の適正化を図る 

※国の転換目標 80% 

【曙健保転換率推移】令和 6年 87.1%⇒令和 7年 87.4% 

【効果額】効果額 約 72万円 

179名 298 

4.前期高齢者保健指導 63歳～73歳の加入員に対し保健指導の実施 48名 402 

5.健康相談と維持費 医務室において健康相談指導教育及び医務室の維持費 1,280名 489 

 

 
 

実 施 項 目 事 業 内 容 の 概 要 参加人数 費 用 

1.特定健診 40歳～74歳までの被扶養者（家族）を対象とした健診 266名 4,768 

2.特定保健指導 特定健診結果により対象者を抽出し特定保健指導を実施 168名 4,868 

3.被扶養者の書面保健指導 特定保健指導レベルの中から対象者を決めて書面指導を実施 7名 1 

4.若年層の書面保健指導 健診結果から対象者を決めて書面指導を実施 18名 2 

5.夫婦揃って節目健診 

被保険者が 40・45・50・55 歳の節目年齢を迎えた被扶養者に対

し人間ドック・脳ドックを実施。また、被保険者には、上記年齢を迎え

た方を対象に脳ドックを実施。 

人間ドック 56名 

脳ドック 

(本人) 192名 

(家族)  43名 

11,721 

6.被扶養者健診 
30 歳以上の被扶養者を対象に、法定健診＋聴力・胸部 X 線・心

電図・眼底検査の健康診断を実施 
259名 1,530 

7.予防接種補助 冬季感冒対策の予防接種費用の一部補助 833名 1,246 

8.卒煙サポート・禁煙外来補助 卒煙成功者に費用の一部補助 2名 12 

 

～ 健保ホームページをご利用ください！ ～ 

 

保険給付、保健事業の詳細や各種手続き方法、健保組合からの最新ニュースや公告などを、ホームページでお知らせしています。 

被保険者・被扶養者のみなさまの役に立つ情報が満載していますので、是非ご活用ください。 

 

http://www.akebonokenpo.or.jp 

 

・会社イントラからもアクセス可能 
・スマートホン対応 

 

■保健指導宣伝関係 

■疾病予防関係 

 

http://www.akebonokenpo.or.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※無断転載を禁ずる 


